児童自立支援施設内容評価基準【新旧対照表】
	現行
	改訂前











○経済観念の確立に向けては、子どもの発達段階に応じて小遣いの管理や使い方等を、具体的な体験をもとに習得させていく支援が必要となります。


〇退所後も施設として子どもが相談できる窓口を設置するなど、家族や子どもからの相談にいつでも応じられる体制が整っているかを確認します。
















	７　職員の資質向上
７－④　　スーパービジョンの体制を確立し、施設全体として職員一人一人の援助技術の向上を支援している。
【判断基準】
ａ）スーパービジョンの体制を確立し、施設全体として職員一人一人の援助技術の向上を積極的に支援している。
ｂ）スーパービジョンの体制を確立し、施設全体として職員一人一人の援助技術の向上を支援しているが、十分ではない。
ｃ）スーパービジョンの体制が確立しておらず、施設全体として職員一人一人の援助技術の向上を支援していない。
評価の着眼点
□施設長、基幹的職員、心理担当職員などのスーパーバイザーを配置し、いつでも相談できる体制を確立している。
□職員に対するスーパービジョンを定例的に行い、職員がひとりで問題を抱え込まないように、スーパーバイザーなどを通じて、組織としての働きかけをしている。
□職員相互が評価し、助言し合うことを通じて、職員一人一人が支援技術を向上させ、施設全体の支援の質を向上させるような取組をしている。
□スーパーバイザーは、職員からの信頼が得られるよう、研修に参加するなど質の向上に努めている。
□必要に応じて外部の専門家等によるスーパービジョンを受けさせている。
評価基準の考え方と評価のポイント
○施設長、基幹的職員、心理担当職員などのスーパーバイザーに、いつでも相談できる体制を確立することが重要です。
○職員がひとりで問題を抱え込まないように、組織として対応するためにもスーパービジョンの体制を確立することが必要です。
○施設がスーパービジョン体制を確立し、職員一人一人が支援技術を向上させ、施設全体の支援の質を向上させることができているか評価します。

	


